
　

厚
生
労
働
省
医
政
局
は
２
０
１
３
年
９
月
、

各
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
に
対
し
て
、

平
成
24
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
「
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
疾
病
構
造
と
死
因
に
関
す
る
研

究
」
の
報
告
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
考
え
方
に
基
づ
い
た
病
院
災
害
対
応
計
画
作

成
の
手
引
き
」
の
情
報
を
提
供
し
た
。
こ
れ
は

同
手
引
き
を
管
内
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
る
、

管
内
各
病
院
に
お
け
る
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
の
促
進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
最
後
に

「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
た
病
院
災
害
計
画

の
点
検
の
手
引
き
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
電
子
カ
ル
テ
（
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。＊

11
）
電
子
カ
ル
テ

　
災
害
時
に
は
電
子
カ
ル
テ
や
画
像
シ
ス

テ
ム
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
サ
ー
バ
ー
の
転
倒
転
落
防
止
措
置
、

停
電
時
の
対
応
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
時
の

代
用
方
法
、
病
院
内
外
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
に
お
い
て
、

震
災
時
の
診
療
継
続
を
可
能
に
し
た
の
は

サ
ー
バ
ー
免
震
装
置
の
導
入
だ
っ
た

医療施設 BCP は、突き詰めれば「震災時の診療継続」に尽きるといっても過言ではない。
昨今はそれを基本とした災害対策が各医療施設で講じられるようになってきたが、その
多くは建物改修による対応が占めるといえよう。では、実際にはどのような改修対策が
災害に強いと考えられるのだろうか。小誌の知り得た災害対策の中から、改修によるサー
バーの免震化で東日本大震災を見事に乗り切った日本医科大学付属病院に焦点を当て、
そのキーパーソンである同院医療情報センターの林 宏光センター長に話を聞いた。

災害対策としてサーバー免震装置
（サーバー下のパネル）を導入

特別インタビュー
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□
電
子
カ
ル
テ
や
画
像
シ
ス
テ
ム
等
診
療

に
必
要
な
サ
ー
バ
ー
の
転
倒
・
転
落
の
防

止
措
置
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
実
施
さ
れ

て
い
る

□
電
子
カ
ル
テ
や
画
像
シ
ス
テ
ム
等
診
療

に
必
要
な
サ
ー
バ
ー
に
自
家
発
電
装
置
の

電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る

□
自
家
発
電
装
置
作
動
時
に
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
で
き
る
こ
と
を
検
討
・

確
認
し
て
い
る

□
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
サ
ー

バ
ー
室
の
空
調
は
自
家
発
電
装
置
に
接
続

さ
れ
て
い
る

□
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
能
に

な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
迅
速
に
リ
カ

バ
リ
ー
す
る
体
制
が
病
院
内
外
に
あ
る

＊

　

こ
れ
ら
は
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
基
本
と
い
え
る
要
件
で
あ
る
。
特
に
熊

本
地
震
以
降
、
地
震
対
策
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が

従
来
に
増
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
医
療
現
場
で
一
般

的
で
は
な
か
っ
た
東
日
本
大
震
災
以
前
に
対
策

を
講
じ
、
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た

病
院
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
日
本
医
科
大
学

付
属
病
院
の
災
害
対
策
は
、
そ
の
少
数
派
施
設

の
中
で
も
最
右
翼
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

同
院
は
２
０
１
１
年
１
月
、
電
子
カ
ル
テ
の
導

入
に
合
わ
せ
て
サ
ー
バ
ー
免
震
装
置
の
設
置
も

果
た
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
２
ヵ
月
後
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、
電
子
カ
ル
テ
が
停

止
す
る
こ
と
な
く
診
療
を
継
続
で
き
た
と
い
う

実
績
が
あ
る
。

　

同
院
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長（
兼

日
本
医
科
大
学
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン

タ
ー
長
、
日
本
医
科
大
学
放
射
線
医
学
病
院
教

授
）の
林 

宏
光
氏
は
、
サ
ー
バ
ー
免
震
化
の
経

緯
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
の
場
合
、
サ
ー
バ
ー
免
震
化

は
電
子
カ
ル
テ
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
災
害

対
策
で
し
た
。
当
院
は
日
本
で
初
め

て
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指

定
を
受
け
た
病
院
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
各
地

の
災
害
医
療
支
援
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
際
、
診
療
情
報
が
失

わ
れ
て
医
療
提
供
に
支
障
が
生
じ

た
事
例
を
幾
度
と
な
く
み
て
き
た

経
験
か
ら
、『
電
子
カ
ル
テ
導
入
を

契
機
に
、
デ
ー
タ
保
管
体
制
を
包
括

的
に
強
化
し
よ
う
』
と
い
う
声
が
上
が
り
、
従

来
か
ら
導
入
し
て
い
た
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
等
も
含
め
全
サ
ー
バ
ー
を
免
震
化
す
る
に
至

っ
た
の
で
す
」

　

免
震
は
主
に
「
建
物
免
震
」
と
「
部
分
免
震
」

に
大
別
で
き
る
。
建
物
免
震
は
建
物
下
部
を
免

震
層
と
す
る
「
基
礎
免
震
（
建
物
全
体
を
免
震

化
）」と
、建
物
の
中
間
階
を
免
震
層
と
す
る「
中

間
層
免
震（
中
間
階
よ
り
も
上
の
階
を
免
震
化
）」

が
あ
り
、
主
と
し
て
新
築
・
増
築
の
際
に
導
入

さ
れ
る
。

　

部
分
免
震
は
既
存
建
物
の
改
修
に
よ
り
対
応

可
能
で
、「
床
免
震
」
と
「
機
器
免
震
」
が
あ
る
。

床
免
震
は
建
造
物
工
法
で
あ
る
免
震
構
造
を
床

面
に
採
用
す
る
地
震
対
策
で
あ
り
、
部
屋
全
体

の
免
震
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
機
器
免
震
は
、
サ
ー
バ
ー
な
ど
特
定
の
設
備

に
免
震
装
置
を
採
用
す
る
地
震
対
策
で
あ
る
。

　

同
院
の
サ
ー
バ
ー
室
の
免
震
対
策
は
、
既
存

建
物
の
改
修
に
よ
る
機
器
免
震
の
形
で
実
施
さ

れ
た
。
導
入
さ
れ
た
免
震
装
置
は
テ
ー
ブ
ル
型

の
シ
ス
テ
ム
で
、
板
状
の
装
置
上
に
サ
ー
バ
ー

ラ
ッ
ク
を
設
置
。
地
震
時
に
装
置
が
前
後
左
右

に
ス
ト
ロ
ー
ク
す
る
こ
と
で
、
揺
れ
に
よ
る
サ

ー
バ
ー
の
転
倒
・
破
損
を
防
止
す
る
。
こ
の
種

の
免
震
装
置
は
、
必
要
な
箇
所
だ
け
を
免
震
化

で
き
、
導
入
の
際
に
特
別
な
工
事
も
必
要
な
い

こ
と
か
ら
、
低
コ
ス
ト
か
つ
短
工
期
で
の
導
入

が
可
能
な
点
が
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

林
セ
ン
タ
ー
長
は
、
サ
ー
バ
ー
保
護
対
策
と

し
て
機
器
免
震
を
選
択
し
た
理
由
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
コ
ス
ト
の
か
か
る
電
子
カ
ル
テ
導
入
と
時
期

が
重
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
以
上
に
莫
大
な
投

1987年日本医科大学卒業、94年日本医科大学大学院修了、
2015年日本医科大学放射線医学 病院教授、学校法人日本医
科大学ICT推進センター長および日本医科大学付属病院医療
情報センター長を兼務。日本医学放射線学会（代議員）、日
本脈管学会（理事）、心血管画像動態学会（理事）等を務める。

免
震
装
置
に
よ
る
災
害
対
策
で

震
災
時
の
診
療
継
続
性
を
担
保

林 宏光（はやし・ひろみつ）氏

情報棟１屋上の3つの突起は建物耐震対策の設備
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の
難
し
さ
と
留
意
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
そ
の
策
定
に
際
し
、
被
害
を
具

体
的
に
想
定
し
て
事
前
対
策
を
導
き
出
す
の
が

基
本
で
す
が
、
そ
の
際
の
被
害
想
定
が
困
難
な

こ
と
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。
改
修
対
策
の
場

合
は
そ
れ
に
加
え
、
既
存
建
物
が
経
年
劣
化
に

よ
り
ど
の
く
ら
い
耐
久
性
が
低
下
し
て
い
る
か

な
ど
も
考
慮
の
上
、
ど
の
よ
う
な
形
で
対
策
を

講
じ
る
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

難
し
さ
が
伴
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
要

件
を
熟
考
・
明
確
化
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

　

免
震
効
果
に
関
し
て
も
、
被
災
後
で
な
い
と

判
明
し
な
い
面
が
あ
る
の
は
自
明
で
す
。
東
日

本
大
震
災
の
経
験
か
ら
述
べ
る
と
、
一
般
論
的

で
は
あ
り
ま
す
が
、
投
資
の
許
容
範
囲
や
病
院

使
命
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
の
時
点
で
で
き

る
限
り
の
改
修
対
策
を
練
る
こ
と
が
、
結
果
的

に
最
善
策
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
」

　

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
で
は
現
在
、
前
述

し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
と
呼
ば
れ
る
新
病

院
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
診

療
を
継
続
し
な
が
ら
の
現
地
建
て
替
え
と
い
う

事
情
に
よ
り
工
期
は
３
期
に
分
か
れ
、
新
病
院

の
建
物
は
前
期
・
後
期
工
事
と
し
て
建
設
さ
れ

る
。
外
来
等
を
中
心
と
し
た
前
期
工
事
は
東
日

本
大
震
災
の
直
後
に
始
ま
り
、
14
年
４
月
に
竣

工
。
そ
の
後
、
移
転
・
解
体
の
期
間
を
経
て
15

資
を
要
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
（
新
病
院

建
設
計
画
）
の
実
施
と
い
う
事
情
か
ら
、
当
然
、

予
算
に
は
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
導

き
出
し
た
対
策
が
機
器
免
震
装
置
だ
っ
た
の
で

す
が
、
デ
ー
タ
保
管
体
制
強
化
の
設
備
投
資
に

対
す
る
病
院
ト
ッ
プ
の
理
解
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
施
設
建
て
替
え
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
伴
わ

な
い
現
実
的
な
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
装
置

導
入
の
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

当
時
は
ま
だ
現
在
ほ
ど
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念
が
一

般
的
で
は
な
く
、
情
報
や
対
策
も
限
定
的
だ
っ

た
た
め
、
今
考
え
る
と
手
探
り
状
態
で
の
施
策

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
病
院
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
が
使
用
不
可
と
な
る
中
、
電
子
カ
ル
テ

に
よ
る
診
療
を
継
続
で
き
、
現
在
の
建
物
と
機

器
免
震
装
置
で
震
度
５
弱
の
地
震
に
耐
え
ら
れ

る
こ
と
を
、
身
を
持
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

　

同
院
の
サ
ー
バ
ー
室
は
病
院
本
館
で
は
な
く
、

２
０
０
３
年
８
月
に
病
院
の
近
く
に
建
設
さ
れ

た
情
報
棟
１
の
３
階
と
４
階
に
あ
る
。
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
課
長
の
加
山
富
久
男
氏
は
、
装
置

導
入
の
工
程
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
サ
ー
バ
ー
免
震
化
工
事
は
、
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
事
業
と
同
時
進
行
的
に
行
い
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
サ
ー
バ
ー
を
ど
こ

に
置
く
か
を
熟
考
し
た
結
果
、
４
階
に
あ
っ
た

事
務
室
を
別
の
建
物
の
情
報
棟
２
に
移
設
し
た

あ
と
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
も
と

も
と
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、

重
症
系
、
手
術
シ
ス
テ
ム
等
の
サ
ー
バ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
た
３
階
と
合
わ
せ
て
機
器
免
震
装

年
４
月
に
病
棟
等
を
中
心
と
す
る
後
期
工
事
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
お
、
後
期
工
事
に
よ
る
新

棟
竣
工
は
17
年
７
月
の
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、

再
び
移
転
・
解
体
を
経
て
外
観
・
駐
車
場
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

14
年
に
完
成
し
た
新
棟
建
物
（
地
上
10
階
・

地
下
５
階
）
は
最
新
の
免
震
構
造
で
あ
り
、
地

下
階
を
中
間
層
免
震
構
造
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
放
射
線
科
の
メ
イ
ン
機
能
（
画
像
診

断
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
る
地
下
３
階
の
上
部
が
免

震
層
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
放
射
線
科
が
免

震
層
の
下
に
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
設
計
段
階

か
ら
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
林

セ
ン
タ
ー
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
科
お
よ
び
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
診
断
装
置

を
免
震
層
の
下
に
持
っ
て
き
た
理
由
の
１
つ
は
、

『
地
下
５
階
建
て
ゆ
え
深
く
ま
で
堀
り
込
ん
で

新
棟
を
建
設
し
て
あ
り
、
地
下
階
は
そ
の
構
造

自
体
が
免
震
効
果
を
果
た
し
て
く
れ
る
た
め
、

免
震
層
の
上
に
置
か
ず
と
も
装
置
の
震
動
対
応

が
で
き
る
』
と
い
う
建
築
的
視
点
の
判
断
に
よ

る
も
の
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
免
震
層
よ
り
も
上
の
階
に
は
、
一
般

外
来
（
地
下
１
階
）
や
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
（
地
上
１
階
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
管
造
影
撮
影
装
置
を
設
置
し
て
い

ま
す
」

　

昨
今
は
透
析
設
備
の
免
震
化
の
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
同
院
の
場
合
、

17
年
に
完
成
予
定
の
新
棟
建
設
後
は
セ
ン
タ
ー

の
形
で
透
析
医
療
を
提
供
す
る
計
画
で
あ
り
、

そ
の
透
析
セ
ン
タ
ー
は
免
震
層
の
上
の
階
に
設

置
さ
れ
る
と
い
う
。

置
を
導
入
し
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
情
報
棟
１
は
免
震
構
造
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
建
物
に
は
も
ち
ろ
ん
必
要
な
耐
震

対
策
を
施
し
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
同
セ
ン
タ
ー
の
成
瀬 
尚
氏
は
、
改

修
の
概
要
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
補
足
す
る
。

「
電
子
カ
ル
テ
サ
ー
バ
ー
の
４
階
設
置
に
伴
い
、

床
の
嵩
上
げ
を
実
施
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

同
階
の
床
が
サ
ー
バ
ー
設
置
に
対
応
で
き
る
耐

荷
重
性
能
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

強
度
担
保
が
目
的
で
す
。
そ
の
対
策
に
少
し
苦

労
し
ま
し
た
が
、
全
般
的
に
は
ほ
ぼ
当
初
の
計

画
ど
お
り
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ー
バ
ー
室
の
空
調
強
化
を
始
め
、

サ
ー
バ
ー
増
設
に
対
応
し
た
改
修
は
当
然
、
実

施
し
て
い
ま
す
」

　

林
セ
ン
タ
ー
長
は
、
サ
ー
バ
ー
免
震
化
の
成

果
を
実
感
し
つ
つ
も
、
改
修
に
よ
る
災
害
対
策 医療情報センターの加山氏（左）と成瀬氏

特別インタビュー

新
病
院
の
免
震
構
造
の
概
要
と

新
棟
で
の
デ
ー
タ
保
存
プ
ラ
ン
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林
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
場
合
に
よ
っ
て
は
、

デ
ー
タ
の
保
管
場
所
を
新
棟
免
震
層
の
上
に
あ

る
ど
こ
か
の
階
に
移
設
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
」
と
語
る
。

「
情
報
棟
１
に
は
現
在
、
電
子
カ
ル
テ
や
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
な
ど
の
病
院
情
報
に
加
え
日
本
医
科
大
学

の
学
術
用
サ
ー
バ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
先

般
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
保
存
場
所
と
管
理

体
制
で
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の
被
災
時
に
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
保
全
で
き
る
こ
と
は
立
証
さ

れ
ま
し
た
が
、
長
期
的
に
は
情
報
棟
の
建
物
老

朽
化
等
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
自

明
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
見
越
し
て
の
移
転
計
画

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

新
病
院
は
ま
だ
建
設
途
中
で
あ
り
、
今
す
ぐ

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
将

来
的
な
検
討
事
項
の
１
つ
に
挙
げ
て
お
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
林
セ
ン
タ
ー
長
）

　

病
院
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
一
度
策
定
す
れ
ば
そ
れ
で
終

わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
社
会
情
勢
や
医

療
環
境
、
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
刻
々
と
変
化

す
る
。
同
院
で
は
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
新
た

な
災
害
対
策
を
推
進
中
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
、
林
セ
ン
タ
ー
長
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
昨
今
、
災
害
対
策
と
し
て

一
般
的
に
な
っ
て
き
た
デ
ー

タ
の
外
部
保
存
を
当
院
に
お

い
て
も
本
年
度
中
に
導
入
す

る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
あ
る
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
の

サ
ー
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
に
、

一
部
情
報
の
管
理
を
院
外
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
託
す
併

用
型
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

デ
ー
タ
の
外
部
保
存
は
今

な
お
賛
否
両
論
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
担
保
で
き
る
な
ら
、

診
療
情
報
は
も
と
よ
り
各
種

研
究
や
教
育
目
的
、
学
術
関

連
等
、
膨
大
な
情
報
を
管
理

す
る
大
学
病
院
に
お
い
て
も

そ
の
有
用
性
は
高
い
と
考
え

ま
す
」

　

さ
ら
に
林
セ
ン
タ
ー
長
は
、
将
来
の
災
害
対

策
と
し
て
病
院
の
枠
を
超
え
た
「
地
域
連
携
型

Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

「
東
京
都
医
師
会
は
現
在
、
２
０
２
５
年
問
題

を
見
据
え
た
『
地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
た
め
の

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
構
築
を
目
指

し
て
お
り
、
そ
の
下
準
備
と
し
て
異
な
る
シ
ス

テ
ム
間
の
相
互
接
続
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

『
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
検
討
委
員
会
』

を
設
置
し
、
私
は
同
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
ベ
ン
ダ
ー

の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
相
互
接
続

実
証
実
験
を
行
い
、
そ
の
技
術
を
も
と
に
都
内

の
病
院
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
幹
を
構
築
し
、

そ
し
て
次
の
段
階
で
診
療
所
と
も
連
携
し
て
全

都
的
な
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
す

と
い
う
も
の
で
す
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
後
の
展
開
次
第
で
、

広
域
大
災
害
発
生
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ツ
ー
ル
と
し
て

の
機
能
も
果
た
せ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
は
以
前
か
ら
医
療
連
携
用
の
シ
ス
テ
ム
導

入
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
改
修
も
補
助
金
申
請
の

対
象
と
し
て
ほ
し
い
と
東
京
都
に
働
き
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
都
も
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て

認
可
が
下
り
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
こ
の
よ
う
な
形
に
お
い
て
も
医
療
連
携
基
盤

が
都
内
の
医
療
施
設
に
普
及
し
て
い
き
、
か
つ

そ
れ
が
Ｉ
Ｈ
Ｅ
規
格
に
よ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

間
接
続
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ

ば
、
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完
成
の
暁

に
は
接
続
試
験
を
す
る
だ
け
で
容
易
に
参
加
で

き
ま
す
。
結
果
、
構
築
さ
れ
た
基
幹
病
院
と
周

辺
施
設
の
連
携
は
、
災
害
発
生
時
に
も
生
き
る

と
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
診
療
所
や
周
辺
病

院
の
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
可
と
な
っ
て
も
、
基

幹
病
院
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
れ
ば
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
の
管
理
情
報
を
活
用
し
て
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン

し
た
施
設
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
継
続
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

特
に
地
域
の
基
幹
病
院
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
は
今
後
、
病
院
単
体
だ
け
で
は
な
く
地
域
単

位
へ
の
広
が
り
も
視
野
に
入
れ
て
計
画
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当

院
は
東
京
都
の
区
中
央
部
に
お
け
る
地
域
災
害

拠
点
中
核
病
院
（
※
２
次
医
療
圏
に
１
施
設
）

で
も
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
も
そ
う
し
た
地
域

的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築
に
今
後
も
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

今
後
の
基
幹
病
院
に
求
め
ら
れ
る

地
域
連
携
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
現
の
展
望

同院の情報棟3 ～ 4階に設置されたサーバー免震装置はTHK製「免震テーブルTSD型」であった

所在地：東京都文京区千駄木1-1-5
明治に端を発し140年の歴史を持ち、高度急性期医
療を診療の柱とする特定機能病院
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